
いちカフェ 【市川市】

地域の実情と課題

連携団体 今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 120 千円

交付金額 60 千円

事業番号 7

●すべての産業において就業者は減少傾向にある。
●直近のデータで、労働力状態は、20代前半で上昇するものの、30代に1
度減少、40代にかけて再び上昇する「M字カーブ」がある。
●厚生労働省、千葉県、浦安市、NPO法人との協働により、不登校、高校
中退、ニートなどの若者の再出発の応援事業を実施。

●女性のための再就職セミナーや母子家庭の母等を雇い入れた事業主に
対する奨励金交付等を実施。

●女性活躍推進法に基づく特定事業主行動計画を策定し、市職員の超過
勤務の是正、仕事と家庭の両立支援、女性管理職の登用促進に努めてい
るが、市職員の女性管理職割合は、推進計画実施事業の目標値に到達し
ない状況が続いている。

●主に結婚や出産を機に離職し、復職を目指す女性市民等を対象と
して、復職への１歩を踏み出すきっかけ作りを実施するもの。

開催回数 2回

●現在仕事から離れている女性にロールモデルを提示し、ワークラ
イフバランスや時間の使い方を学んでいただくもの。座談会形式。

●自らを見つめ直す機会として活用していただくことにより、職場や
地域での新たな活動の一歩を踏み出すことができるよう支援する。

●居場所としての機能も有し、参加者の交流の促進し仲間づくりの
場とする。

●子育て関連団体
●家庭教育学級

●参加者同士のつながりが形成されたとともに、社会参加・復帰
への一助となった。

●若年層の参加率が低いことが課題であり、様々な情報発信ツール
を活用するとともに、様々な団体に協力を依頼するなどし、広く周知し
ていくことが必要である。



事業の概要

●結婚や出産を機に離職した女性や、子育

て中で仕事から離れている女性にロールモ

デルを提示し、ワークライフバランスや時間

の使い方等を学んでいただく座談会を実施。

●自らを見つめ直す機会として活用していた

だくことにより、職場や地域での新たな活動

の一歩を踏み出すことができるよう支援。

●居場所としての機能も有し、参加者の交

流の促進し仲間づくりの場となった。

令和4年5月12日、6月9日、7月14日、9月8日、10月13日、11月10日、12月8日
令和5年1月12日、2月9日、3月9日開催
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